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知
ら
せ
市の人事行政の運営等の状況について公表します

市の人事行政について、人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、公表します。

①職員の任免および職員数に関する状況

②職員の給与の状況

（1）職員数に関する状況（地方公務員給与実態調査より）
平成30年4月1日

現在の職員数
Ａ

平成30年度中の異動 平成31年4月1日
現在の職員数

（Ａ-Ｂ-Ｃ+D）
退職 派遣増減 採用
B C D

449 28 -1 40 462
（注） ｢退職｣は平成30年4月1日から平成31年3月31日までの間、｢採用｣は平成30年4月2日
から平成31年4月1日までの間の数を計上しています。（割愛派遣職員を含む）

（4）部門別職員の状況（各年度 4 月 1 日現在）
職員数

増減 主な増減理由
平成30年度 平成31年度

一般行政

議　会 3 3 0
総　務 64 70 6 業務の見直し
税　務 12 13 1
民　生 63 62 -1 業務の見直し

業務の見直し

退職補充

退職補充

退職補充

業務の見直し

退職による衛　生 22 18 -4
農林水産 23 24 1
商　工 14 14 0
土　木 22 24 2
小　計 223 228 5

特別行政
教　育 28 30 2
消　防 74 76 2

退職による
小　計 102 106 4

公営企 
業等

病　院 94 93 -1
水　道 6 6 0
下水道 9 9 0
その他 15 20 5 業務の見直し
小　計 124 128 4

合　計 449 462 13

（3）退職者の状況（平成 30年度）
区　　　分 退職者数 備　　　考
定年退職 16

応募認定退職 0
自己都合 2

退職手当を支給されない者 10 在職期間 6 月未満 等
合　　　計 28

（2）職員採用の状況
区　　　分 試験の程度 平成29年度 平成30年度 増減

正規の 
試　験

一般行政職 大卒 ･ 高卒程度 13 22 9
消防職 高卒程度 1 3 2

任期付職 大卒程度 0 1 1
医療職 大卒・短大卒程度 13 13 0

その他 1 1 0
合　　　計 28 40 12

※派遣職員を含む

（6）退職手当の状況（平成 31 年 3 月 31 日現在）
支給率 自己都合 応募認定・定年等

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075月分
勤続30年 34.7355月分 40.80375月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分

最高限度額 47.709月分 47.709月分
その他の加算措置 ― 2%～45%加算
退職時特別昇給 ― ―

平均支給額 1,224万8千円 1,646万0千円
※退職手当の平均支給額は、平成 30年度に退職した全職種に係る職員に
支給された１人当たりの平均額

（3）職員の初任給の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）

区　　　分
飛騨市 国

決定初任給 決定初任給

一　 般 
行政職

大　 卒 180,700 円 180,700 円
短大卒 161,300 円 161,300 円
高   卒 148,600 円 148,600 円

（4）職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 31年 4 月 1 日現在）

区　　　分 経験年数10年以上
15年未満

経験年数15年以上
20年未満

経験年数20年以上
25年未満

一　 般 
行政職

大卒 260,500 円 311,900 円 327,400 円
高卒 234,300 円 274,000 円 310,300 円

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年
数をいいます。

（1）人件費の状況
）額込見算決計会通普度年30成平（ 　

歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費構成比
（Ｂ / Ａ）

平成29年度
人件費構成比

183億4,007万1千円 24億8,006万8千円 13.5％ 12.8 ％
（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含みます。

（2）職員の平均年齢、平均給料及び平均給与月額の状況
）在現日1月4年31成平（ 　

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 299,000 円 364,800 円 42.1 歳

（5）職員手当の状況（平成 31 年 4 月 1 日現在）
区　　分 内　　　容

期末手当 
勤勉手当 
[　] は 
管理職

一般職 期末手当 勤勉手当
6月期 1.30月分［1.10月分］ 0.925月分［1.125月分］
12月期 1.30月分［1.10月分］ 0.925月分［1.125月分］

計　 2.60月分［2.20月分］ 1.85月分［2.25月分］
再任用 期末手当 勤勉手当
6月期 0.725月分 0.45月分
12月期 0.725月分 0.45月分

計　 1.45月分 0.90月分

扶養手当

配偶者： 月額6,500円
その他扶養：子1人月額10,000円　子以外1人月額6,500円
無配偶扶養：子1人月額10,000円　子以外1人月額6,500円
特定加算：満15歳に達する日以後の最初の4月1日から満22歳に達する日
　　　　　以後の最初の3月31日までの子には月額5,000円を加算

通勤手当 交通機関及び自動車などを利用する場合、距離に応じて
2,000円～31,600円を支給

住居手当 借家の場合　家賃の額に応じて27,000円を限度に支給

特殊勤務 
手当

医師手当 (経験年数により10万円～40万円)
夜間看護等手当(勤務1回につき2,000円～6,800円)
獣医師手当 (1月につき50,000円)
人工授精取扱手当(1月につき　8,000円)
出動手当　救急出動(1回につき 救急救命士　600円)
                           (救急救命士以外の職員　300円)
              その他の出動(1回につき　300円)
廃棄物取扱手当 (1月につき10,000円)
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消防の仕事について講演する女性消防士

現役女性消防士が仕事の魅力を伝える
８月９日（金）　飛騨市図書館　情報発信室

女性消防士と語ろう～消防の仕事～

　現役女性消防士と消防の仕事や魅力について語り合う『女
性消防士と語ろう！～消防の仕事～』が、飛騨市図書館で行わ
れ、参加者約20人が女性消防士について理解を深めました。
　この日は、県内外の現役女性消防士３人が、女性の視点か
ら消防の仕事に就いた動機や職場環境、仕事のやりがいや普
段の生活についてなどをそれぞれ話しました。
　また、女性消防士を囲んで質疑や意見交換も行われまし
た。参加者は「消防士は男性の仕事のイメージがありました
が、女性も活躍できることが分かり、興味を持ちました」と感
想を話してくれました。

オープンホスピタルに参加した学生ら

学生が地域医療の現場に触れる
８月６日（火）、８日（木）、９日（金）　飛騨市民病院

飛騨市民病院オープンホスピタルが開催

　飛騨市民病院オープンホスピタルが３日間開かれ、看護学
生や看護師に興味のある高校生ら７人が地域医療の現場を
体験しました。
　この体験会は、看護学生や高校生を対象に、医師や看護師
など多職種間の連携を学んでもらおうと、病棟での実習の他
に多職種のスタッフらによるカンファレンスや訪問リハビリの
見学を行うもので、同病院で初めて開かれました。
　見学会に参加した飛騨神岡高校３年の黒木玲奈さんは「内
視鏡検査は患者さんにとって、とてもつらい検査ですが、少し
でも患者さんの支えになることができてうれしかったです」と
話してくれました。

ホワイエで素晴らしい演奏を披露する金木さんら

美しい音色で来場者を魅了
８月４日（日）　飛騨市文化交流センター　ホワイエ

真夏の夜のコンサートVol.19

　東京フィルハーモニー交響楽団首席チェリスト金木博幸さ
んらによる「真夏の夜のコンサートVol.19」が４日、飛騨市文
化交流センターのホワイエで行われ、市内外の音楽ファン約
170人がチェロ、ヴァイオリン、ヴィオラなどの弦楽器やピアノ
などの演奏を楽しみました。
　今回はドヴォルザーク特集で、演奏者はホワイエの特設ス
テージで「アメリカ」や「森の静けさ」、「ピアノ五重奏曲第２
番」などを合奏し、来場者を楽しませました。また、前日に行
われた、飛騨河合音楽コンクールの入賞者による演奏も行わ
れました。

協定書を手にする黒木理事長（右）

さるぼぼコインアプリで危機管理情報を発信
７月19日（木）　市役所

アプリを利用した情報発信に関する協定式

　市と飛騨信用組合との間で、電子地域通貨「さるぼぼコイ
ンアプリ」を利用した情報発信に関する協定式が、市役所で
開かれました。
　この協定は、市内で災害等が発生した場合に、電子地域通
貨のさるぼぼコインアプリのプッシュ型情報配信機能を使用
して、災害情報、交通情報やクマ出没情報などをアプリの利
用者へ発信します。
　協定式では、同組合の黒木正人理事長と都竹市長が出席
し、それぞれ調印を行った後、協定書を取り交わしました。

広報ひだ８月号に誤りがありました。
19ページ「まちの話題いろいろ」右上、『さるぼぼコインアプリで危機
管理情報を発信』の記事内容が誤っておりました。皆さまにご迷惑をお
かけしましたことを深くお詫びし再掲載いたします。ホームページ、ＳＮ
Ｓでもお知らせさせていただいております。

お詫びと訂正
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協定書を手にする橋本代表理事（右）

災害時にヘリコプターで支援活動
８月19日（月）　市役所

災害時におけるヘリコプターの出動協定

ツアーに参加した児童ら

市内の児童がふるさとの魅力を学ぶ
８月13日（火）　市内各地

市内の児童を『ふるさと子ども大使』に任命

　市内４町を巡るバスツアー「ふるさとこども大使になろう！
～ふるさと巡りバスツアー～」が行われ、市内小学校の４～６
年生児童29人がツアーに参加しました。
　ツアーでは、古川町の飛騨古川まつり会館と匠文化館、神
岡町のひだ宇宙科学館カミオカラボの見学や、河合町のいな
か工芸館で紙すき体験、宮川町の飛騨みやがわ考古民俗館
で民俗館の見学や勾玉づくりを体験。
　ツアー終了後、神岡町公民館で任命式が行われ、山中和紙
で作成された任命証と名刺を都竹市長が児童ら一人ひとりに
手渡しました。

　市と自家用ヘリコプター愛好家でつくる認定NPO法人全
日本ヘリコプター協議会との間で、災害時にヘリコプターの
出動に関する協定式が、市役所で開かれました。
　この協定では、市内で大規模災害が発生した場合に、同
協議会所属のヘリコプターの出動を要請し、孤立集落等へ
の物資や医療関係者等の輸送について無償で支援活動を
行っていただくもので、岐阜県内で市町村との協定は初めて
です。
　協定式では、同協議会の橋本浩二代表理事、同協議会会
員の亀谷豊氏と都竹市長が出席し、橋本氏とそれぞれ調印
を行った後、協定書を取り交わしました。

参加者全員による記念撮影

自然を楽しみ飛騨を味わう
８月11日（日）　宮川町桑野地内

飛騨清流みやがわ鮎釣り大会が開催

　飛騨清流みやがわ鮎釣り大会が宮川町桑野地内で開催さ
れ、全国各地から53人が参加し、自慢の腕を振るいました。
　今年の宮川の鮎は全体的に大きく、中には25cmを超える
大物もおり、参加者は力強く引く鮎を慎重かつ手際よく釣り上
げ満足な様子でした。
　結果は、競技時間３時間半の間に31匹を釣り上げた高山市
の小椋和彦さんが見事優勝し、優勝カップを手にしました。ま
た、閉会式では飛騨市の特産品などが当たる抽選会も行われ
ました。

ファンの集いに参加した皆さん

飛騨市ファン交流を深める
８月10日（土）　東京都　FabCafe Tokyo

飛騨市ファンの集いin東京

　「飛騨市ファンの集いin東京」が東京都渋谷区のFabCafe 
Tokyoで行われ、ファンクラブ会員ら昼の部、夜の部延べ60
人が参加しました。
　日中には、広葉樹でのアイススプーンづくりのワークショップ
や薬草ティーセレモニー体験が行われました。
　夜の部では、飛騨市ファンクラブ会員らが会場を訪れ、神岡
町山之村地区で石橋自然農園を営む石橋智さんが持参した
カミオカスターコーンや飛騨市の旬な野菜、お酒、飛騨牛、お
惣菜などの数々の特産品を食べながら、ファン同士の交流を
深めていました。
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こ
と
で
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

言
葉
が
出
て
き
た
背
景
と
し

て
、
高
齢
化
社
会
や
価
値
観
の

多
様
化
と
共
に
、
従
来
は
タ

ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
家
族
や
自

分
の
人
生
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
、
早
く
か
ら
考
え
行
動

す
る
こ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で

す
。

「
終
活
」の
イ
メ
ー
ジ
は
暗
い
？ 

　
多
く
の
方
は
、
終
活
の
イ
メ

ー
ジ
が
不
安
や
寂
し
さ
な
ど
、

ど
う
し
て
も
後
ろ
向
き
な
こ
と

を
連
想
し
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
「
終
活
」
は
、
遺
さ

れ
る
家
族
へ
の
思
い
や
り
が
た

く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
る
も
の
な

の
で
す
。
ま
た
、
ご
自
身
が
未

来
に
向
か
い
、
自
分
の
希
望
や

思
い
を
考
え
る
機
会
に
な
る
も

の
な
の
で
す
。

「
終
活
」は
、
い
つ
か
ら
は
じ
め

て
も
意
義
の
あ
る
活
動

　
節
目
と
な
る
よ
う
な
出
来

事
（
配
偶
者
や
親
し
い
人
が
亡

く
な
っ
た
時
、
自
分
が
入
院
し

た
時
な
ど
）
が
あ
っ
て
始
め
ら

れ
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
元
気
で
気
力

の
あ
る
と
き
に
、
少
し
ず
つ
始

め
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま

す
。

何
か
ら
始
め
た
ら
よ
い
の
か
　

　
大
き
く
分
け
て
二
つ
に
な
り

ま
す
。ひ
と
つ
は
「
身
の
回
り
の

整
理
」、
そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は

「
必
要
事
項
を
書
き
だ
す
」
と
い

う
こ
と
で
す
。例
え
ば
、
身
の
回

り
の
整
理
と
し
て
、使
っ
て
い
な

い
家
財
道
具
や
衣
類
等
を
手
放

す
、写
真
を
整
理
処
分
す
る
、本

や
書
類
を
分
別
す
る
、不
動
産
の

相
続
登
記
を
行
う
、ま
た
は
売
却

す
る
な
ど
。ま
た
、
必
要
事
項
を

書
き
だ
す
こ
と
と
し
て
「
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」を
活
用
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。最
近

は
、さ
ま
ざ
ま
な
形
の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
ノ
ー
ト
が
市
販
さ
れ
、終
活

イ
ベ
ン
ト
等
で
も
配
布
さ
れ
て

い
ま
す
が
、左
記
の
よ
う
な
内
容

で
市
販
の
ノ
ー
ト
に
書
い
て
あ

る
だ
け
で
も
十
分
役
立
ち
ま
す
。

　
□
自
分
の
こ
と

　
□
親
し
い
友
人
や
知
人
の
こ
と

　
□
介
護
、
医
療
の
こ
と

　
□
葬
儀
の
こ
と

　
□
財
産
、
資
産
の
こ
と

　
□
デ
ジ
タ
ル
遺
品
の
こ
と

　
□
ご
自
身
の
大
切
な
人
へ
　

　
　 

の
想
い
の
こ
と

　
た
だ
し
こ
れ
ら
の
内
容
は
、

定
期
的
に
見
直
し
、
書
き
足
し

た
り
、
変
更
し
た
り
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
ら
の
ノ
ー
ト
（
メ
モ
）
は
、

あ
ま
り
人
目
に
つ
か
な
い
場
所

に
置
き
、
置
い
て
あ
る
こ
と
を

身
内
の
誰
か
に
知
ら
せ
て
お
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
作
成

講
座
を
開
催
し
ま
す

　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
作

成
に
関
す
る
疑
問
を
解
決
す
る

た
め
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

作
成
講
座
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
と

遺
言
書

　
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」

と
「
遺
言
書
」
は
同
じ
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
に
は
、
法
的
な
効
力

は
な
い
た
め
、
遺
言
書
の
代
わ

り
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の

「
必
要
事
項
を
書
い
て
お
く
」

と
い
う
こ
と
が
、
遺
族
の
負
担

を
軽
く
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
事
を
明
確
に

簡
単
に
書
き
だ
す
こ
と
が
で
き

れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手

間
の
か
か
る
問
題
を
含
ん
だ
事

項
や
、
相
談
し
て
整
理
し
な
い

と
書
き
だ
せ
な
い
事
項
、
ま
た

そ
の
相
談
を
誰
に
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
お
悩

み
も
当
然
出
て
く
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

相
談
者
の
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
10
月
1
日
開
設
予
定
の
飛
騨

市
終
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
前
に
お
け
る
準
備
に
関
す
る

こ
と
、
遺
さ
れ
た
家
族
が
行
う

手
続
き
に
関
す
る
こ
と
の
両

面
か
ら
終
活
の
支
援
を
い
た

し
ま
す
。

　
年
金
・
給
付
金
、保
険
、遺
産

相
続
、
遺
品
整
理
、
不
動
産
売

却
、葬
儀
、お
墓
、お
仏
壇
、遺
言

書
、
相
続
登
記
、
ペ
ッ
ト
な
ど
、

終
活
に
関
係
し
た
お
悩
み
や
ご

不
安
の
解
決
に
向
け
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
い
た
し
ま
す
。そ
し
て
、

必
要
が
あ
れ
ば
専
門
家
や
専
門

業
者
に
お
繋
ぎ
い
た
し
ま
す
。

　
終
活
を
行
う
こ
と
は
、
ご
自

身
に
と
っ
て
も
遺
さ
れ
た
人
に

と
っ
て
も
、
安
心
と
充
実
に
つ

な
が
り
ま
す
。自
分
ら
し
い
終

活
を
、
今
日
か
ら
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

残
さ
れ
た
遺
族
の
負
担

を
和
ら
げ
る
た
め
に

自
分
自
身
が
未
来
を

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に

２

終活
10月1 日より

支援センター
を開設します
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薬草について説明する山下さん

声優の発声方法や表現方法を体験
８月24日（土）　飛騨市図書館

プロの声優による声優体験会

　プロの声優による声優体験会が飛騨市図書館で開かれ、市
内の中学生や高校生5人が参加し、プロの発声方法やセリフ
の表現方法などを学びました。
　この日は、テレビアニメや人形劇などで活躍している賢プロ
ダクション声優の四宮豪さん、冨田泰代さんが講師を務め、
吉城高校の生徒4人と神岡中学校の生徒1人に声優の仕事や
声優になるための条件などの話の後、良い声を出すためにスト
レッチ、お腹を使って声を出す腹式呼吸などを学んだ後、発声
練習や実際に台本を見ながらセリフの練習を行いました。

身近な薬草の知識や活用方法を学ぶ
８月20日（火）　河合町　飛騨市林業総合センター

ハーブ王子と学ぶ夏の薬草教室

　河合町角川の飛騨市林業総合センターで、「ハーブ王子
と学ぶ夏の薬草」が開かれ、かわい野草茶研究グループの
メンバーなど9人が参加し、周辺に自生する薬草について
学びました。
　教室では、テレビやラジオ出演、講演などで野草の効能
を活かした伝統を紹介している「ハーブ王子」こと野草研
究家の山下智道さんが講師を務め、周辺を散策しながら、
地面に自生している野草について山下さんから説明があ
り、参加者は食べられる野草や食べられる野草と対で自生
する毒のある野草の区別などを、熱心にメモを取りながら
学んでいました。

四宮さんから指導を受ける生徒ら

飛騨牛コンビーフ丼を提供した飛騨市のブース

全国の「ロケ」×「ご当地グルメ」の祭典
８月24日（土）　東京都　秋葉原

第５回全国ふるさと甲子園に出場

　日本全国の映画やドラマなどのロケ地やグルメが一堂に
集まる「第５回全国ふるさと甲子園」が東京の秋葉原で行わ
れ、映画、ドラマ、アニメの舞台となった55地域が全国から
集まり、飛騨市は３回目の出場となりました。
　会場には、各地域自慢のグルメやお土産などが並び、飛騨
市は飛騨牛と飛騨のお米を使った｢飛騨牛コンビーフ丼｣や
中華そば、組紐などを販売しました。また、飛騨市観光大使
で女優の神岡実希さんが応援にかけつけ、市の魅力を会場
に訪れた大勢の方に発信しました。
　飛騨市の結果は、３年連続６位入賞となったほか、ロケ
ツーリズム賞では２位となるなど健闘しました。

インターネット中継で登壇した都竹市長と市民ら

町との関わり方がポイント
８月28日（水）　東京都・ゲストハウスやまなみ

「関係人口」参加型シンポジウム

 　「関係人口」と共創する地域の在り方について考える参加型
シンポジウムが東京会場と飛騨会場の2カ所で開かれ、約150
人が参加しました。
　シンポジウムは、飛騨市、楽天（株）、東京大学、水産研究・教
育機構の4者の協働でつくる「未来コミュニティ研究室」が主
催。トークセッションでは、東京から博報堂、楽天などの民間企業
らが登壇。飛騨から登壇した都竹市長は「町に関わりたいという
気持ちを生み出すのは「居心地の良さ」で、受け入れ側では「う
れしさ」が関わってもらえるポイント。それがマッチングしたときに
関係人口が生まれると思う」と話しました。


